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、
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用
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を
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用
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水
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陽
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。
フ
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の
内
部
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
充
填
し
て
い
る
こ
と
が
特
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で
あ
り
、
万
一
表
皮
が
損
傷
し
た
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合
で
も
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て
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ま
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に
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に
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た
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ナ
）、
受
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を
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な
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に
よ
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ま
す
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重
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ど
の
外
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に
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、
ア
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ン
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を
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。
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の
方
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は
、

ア
イ
ラ
ン
ド
の
外
周
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足
場
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ロ
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（
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を
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な
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フ
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や
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と
を
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で
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。
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で
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の
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は
、
豪
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等
に
よ
る
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を
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し
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ま
す
。

農
業
用
た
め
池
で
の
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

　
こ
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で
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陽
光
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に
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は
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、
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も
大
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が
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る
こ
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が
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ら
れ
ま
す
。
事
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と
し

て
、
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六
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に
大
阪
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野
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で
運
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開
始
し
た
、
当
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が
発
電
事
業
者
と
し
て
参
画
し
た
事
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を
紹
介
し
ま
す
。
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業
は
、
大
阪
府
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野
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が
所
有
す
る
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用
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に
、
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の
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で
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さ
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が
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を
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は
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わ
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⑴
長
滝
土
地
改
良
区
（
た
め
池
利
用
・
管
理
者
）

　
最
初
に
、
た
め
池
を
利
用
・
管
理
し
て
い
る
土
地
改
良
区

で
す
が
、
当
社
が
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
、

以
下
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
水
面
利
用
料
の
収
入

　
管
理
す
る
た
め
池
の
水
面
を
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、

長
期
間
に
わ
た
り
一
定
の
収
入
が
得
ら
れ
、
た
め
池
管
理

に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
事
業
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
発
電
事
業
者
で
あ
る
当
社
か

ら
市
に
支
払
わ
れ
る
土
地
賃
借
料
よ
り
、
た
め
池
管
理
補

助
金
と
し
て
市
か
ら
間
接
的
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
た
め
池
維
持
管
理
の
受
託

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
運
転
に
伴
い
、
借
地
し
た
場
所
の

維
持
管
理
業
務（
清
掃
及
び
除
草
等
）を
発
電
事
業
者（
当

社
）
か
ら
受
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
に
加
え

て
、
一
定
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
売
電
収
入
か
ら
の
一
部
還
元

　
発
電
事
業
者
（
当
社
）
は
、
藻
類
や
ゴ
ミ
等
に
よ
る
目

詰
ま
り
防
止
策
と
し
て
農
業
用
水
の
取
水
口
に
ダ
ス
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
、
第
三
者
の
侵
入
防
止
と
し
て
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
監
視
カ
メ
ラ
や
水
温
計
、
水

位
計
等
を
設
置
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
水
状
況
や
水
温
、

水
位
等
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
土
地
改
良
区
と

共
有
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
水
質
検
査
を
定
期
的
（
年

四
回
）
実
施
す
る
こ
と
で
水
質
の
確
保
と
ア
オ
コ
等
の
発

生
を
防
止
す
る
な
ど
、
農
業
用
た
め
池
と
し
て
の
機
能
の

維
持
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
貢
献
し
ま
す
。

④
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
よ
る
遮
蔽
効
果

　
水
面
に
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
温
上
昇
お
よ
び
蒸
発
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
水
温
の
上
昇
は
作
物
の
育
成
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

水
温
計
を
設
置
し
事
業
期
間
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し

効
果
を
確
認
し
ま
す
。

⑵
泉
佐
野
市 

　
泉
佐
野
市
に
と
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年
に
九
月
に
「
泉
佐

野
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事

業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
CO2
の
削
減

　
新
た
に
年
間
約
三
、五
〇
〇
MWh
の
再
エ
ネ
電
力
（
約
一
、

四
〇
〇
ト
ン
の
CO2
削
減
効
果
）
が
創
出
さ
れ
、
市
の
重

要
政
策
で
あ
る「
泉
佐
野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

②
未
利
用
地
の
利
活
用

　
農
業
用
水
の
貯
水
以
外
に
価
値
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た

農
業
用
た
め
池
の
水
面
に
、
賃
貸
料
と
い
う
新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
し
、
市
の
財
政
に
貢
献
し
ま
す
。

⑶
泉
佐
野
電
力  

　
①
経
営
リ
ス
ク
の
低
減

　
固
定
価
格
の
安
定
電
源
を
長
期
的
に
確
保
で
き
た
こ
と

で
、
価
格
変
動
の
大
き
い
卸
電
力
市
場
へ
の
依
存
度
が
減

少
し
、
経
営
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
小
売
電
力
の
脱
炭
素
化

　
追
加
性
の
あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
小

売
電
力
の
脱
炭
素
化
の
進
展
が
図
れ
ま
す
。

⑷
地
域
住
民  

　
地
域
に
と
っ
て
も
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
事
業
ス

キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
①
非
常
用
電
源
の
確
保

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
一

部
に
、
停
電
時
で
も
稼
働
す

る
蓄
電
池
一
体
型
の
パ
ワ

コ
ン
（
蓄
電
容
量
一
〇
kWh
）

を
設
置
し
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

災
害
時
の
非
常
用
電
源
を

確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
ま
し
た
。

②
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
不
法
投
棄
等
の
抑
制

　
た
め
池
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
不
法
投

棄
等
の
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

　
監
視
カ
メ
ラ
、水
位
計
、風
速
計
等
の
情
報
共
有
に
よ
っ
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て
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
近
隣
へ
の
影
響
を

早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

④
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
意
識
向
上
に
貢
献

　
未
利
用
地
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
、
森
林
伐
採
、
土
地
改
変
の
な
い
環
境
負
荷
が
小
さ

い
水
上
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の

意
識
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

⑸
需
要
家    

　
脱
炭
素
化
を
志
向
す
る
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
市

内
の
企
業
に
と
っ
て
、
地
域
新
電
力
を
介
し
て
、
追
加
性
の

あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
当
社
が
参
画
し
た
泉
佐
野
市
の
事
業
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
た
め
池
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
管
理
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
市

町
村
な
ど
の
自
治
体
、
企
業
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

た
め
池
を
め
ぐ
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
ま
で
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

今
後
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て

　

　
農
業
用
た
め
池
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
更
な
る
普
及
に

向
け
て
は
、
い
く
つ
か
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」

の
廃
止
で
す
。
F
I
T
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
た
電
気
を
電
力
会
社
が
固
定
価
格
で
二
〇
年
間
買
い
取
る

こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
こ
の
制
度

に
よ
り
、
設
置
す
る
場
所
を
確
保
す
れ
ば
、
発
電
事
業
者
は

比
較
的
容
易
に
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
電
力
を
購
入
し
て
も
ら

う
需
要
家
を
探
し
、
P
P
A
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
で
発
電
事
業

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
近
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
泉
佐
野
市
な
ど
の
よ
う
な
地

方
自
治
体
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
積
極
的
な
民

間
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
や
企
業
が
更
に
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
発
電
施
設
の
安
全

性
の
確
保
で
す
。
近
年
、
台
風
等
の
強
風
に
よ
る
事
故
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
架
台
の
接
続
部
が
破
断

す
る
、
フ
ロ
ー
ト
架
台
を
固
定
し
て
い
る
係
留
ア
ン
カ
ー
が

外
れ
る
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
飛
散
す
る
、
電
気
ケ
ー
ブ
ル
の

破
断
に
よ
り
火
災
が
起
こ
る
な
ど
様
々
で
す
。
施
設
の
損
傷

は
、
た
め
池
の
機
能
を
損
な
う
原
因
と
な
り
、
最
悪
の
場
合
、

人
身
に
か
か
わ
る
事
故
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
地
域
、
設
置
場
所
な
ど
の
自
然
環
境
の

条
件
設
定
、
こ
れ
に
よ
る
適
切
な
設
計
お
よ
び
施
工
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
当
社
は
建

設
会
社
と
し
て
の
経
験
や
知
見
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
安
全

な
設
計
・
施
工
・
運
用
に
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
進
ん
で
い
ま
す
。
事
故
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
二
〇
二
一
年
に
経
済
産
業
省
／

N
E
D
O
（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
よ
り
「
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
今
年

四
月
に
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
水
上
で
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
の

設
計
、
施
工
に
関
す
る
留
意
点
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
省
か
ら
も
、
二
〇
二
一
年
に
「
農
業
用
た
め
池
に
お

け
る
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
手
引

き
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
発
電
事
業
者
と
た
め

池
管
理
者
の
双
方
で
し
っ
か
り
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
手
引
き
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
発

電
施
設
の
設
置
・
運
用
を
行
う
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

　
農
業
用
の
た
め
池
は
、
全
国
で
約
一
六
万
ヶ
所
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
社

と
し
て
、
土
地
改

良
区
や
水
利
組
合

の
皆
様
と
と
も
に

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、「
共

存
共
栄
」「
地
域

貢
献
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
」

と
い
っ
た
こ
と
を

念
頭
に
、
た
め
池

で
の
発
電
事
業
推

進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

図5　全国の農業用ため池

⑴
長
滝
土
地
改
良
区
（
た
め
池
利
用
・
管
理
者
）

　
最
初
に
、
た
め
池
を
利
用
・
管
理
し
て
い
る
土
地
改
良
区

で
す
が
、
当
社
が
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
、

以
下
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
水
面
利
用
料
の
収
入

　
管
理
す
る
た
め
池
の
水
面
を
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、

長
期
間
に
わ
た
り
一
定
の
収
入
が
得
ら
れ
、
た
め
池
管
理

に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
事
業
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
発
電
事
業
者
で
あ
る
当
社
か

ら
市
に
支
払
わ
れ
る
土
地
賃
借
料
よ
り
、
た
め
池
管
理
補

助
金
と
し
て
市
か
ら
間
接
的
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
た
め
池
維
持
管
理
の
受
託

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
運
転
に
伴
い
、
借
地
し
た
場
所
の

維
持
管
理
業
務（
清
掃
及
び
除
草
等
）を
発
電
事
業
者（
当

社
）
か
ら
受
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
に
加
え

て
、
一
定
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
売
電
収
入
か
ら
の
一
部
還
元

　
発
電
事
業
者
（
当
社
）
は
、
藻
類
や
ゴ
ミ
等
に
よ
る
目

詰
ま
り
防
止
策
と
し
て
農
業
用
水
の
取
水
口
に
ダ
ス
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
、
第
三
者
の
侵
入
防
止
と
し
て
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
監
視
カ
メ
ラ
や
水
温
計
、
水

位
計
等
を
設
置
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
水
状
況
や
水
温
、

水
位
等
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
土
地
改
良
区
と

共
有
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
水
質
検
査
を
定
期
的
（
年

四
回
）
実
施
す
る
こ
と
で
水
質
の
確
保
と
ア
オ
コ
等
の
発

生
を
防
止
す
る
な
ど
、
農
業
用
た
め
池
と
し
て
の
機
能
の

維
持
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
貢
献
し
ま
す
。

④
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
よ
る
遮
蔽
効
果

　
水
面
に
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
温
上
昇
お
よ
び
蒸
発
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
水
温
の
上
昇
は
作
物
の
育
成
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

水
温
計
を
設
置
し
事
業
期
間
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し

効
果
を
確
認
し
ま
す
。

⑵
泉
佐
野
市 

　
泉
佐
野
市
に
と
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年
に
九
月
に
「
泉
佐

野
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事

業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
CO2
の
削
減

　
新
た
に
年
間
約
三
、五
〇
〇
MWh
の
再
エ
ネ
電
力
（
約
一
、

四
〇
〇
ト
ン
の
CO2
削
減
効
果
）
が
創
出
さ
れ
、
市
の
重

要
政
策
で
あ
る「
泉
佐
野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

②
未
利
用
地
の
利
活
用

　
農
業
用
水
の
貯
水
以
外
に
価
値
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た

農
業
用
た
め
池
の
水
面
に
、
賃
貸
料
と
い
う
新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
し
、
市
の
財
政
に
貢
献
し
ま
す
。

⑶
泉
佐
野
電
力  

　
①
経
営
リ
ス
ク
の
低
減

　
固
定
価
格
の
安
定
電
源
を
長
期
的
に
確
保
で
き
た
こ
と

で
、
価
格
変
動
の
大
き
い
卸
電
力
市
場
へ
の
依
存
度
が
減

少
し
、
経
営
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
小
売
電
力
の
脱
炭
素
化

　
追
加
性
の
あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
小

売
電
力
の
脱
炭
素
化
の
進
展
が
図
れ
ま
す
。

⑷
地
域
住
民  

　
地
域
に
と
っ
て
も
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
事
業
ス

キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
①
非
常
用
電
源
の
確
保

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
一

部
に
、
停
電
時
で
も
稼
働
す

る
蓄
電
池
一
体
型
の
パ
ワ

コ
ン
（
蓄
電
容
量
一
〇
kWh
）

を
設
置
し
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

災
害
時
の
非
常
用
電
源
を

確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
ま
し
た
。

②
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
不
法
投
棄
等
の
抑
制

　
た
め
池
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
不
法
投

棄
等
の
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

　
監
視
カ
メ
ラ
、水
位
計
、風
速
計
等
の
情
報
共
有
に
よ
っ
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て
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
近
隣
へ
の
影
響
を

早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

④
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
意
識
向
上
に
貢
献

　
未
利
用
地
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
、
森
林
伐
採
、
土
地
改
変
の
な
い
環
境
負
荷
が
小
さ

い
水
上
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の

意
識
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

⑸
需
要
家    

　
脱
炭
素
化
を
志
向
す
る
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
市

内
の
企
業
に
と
っ
て
、
地
域
新
電
力
を
介
し
て
、
追
加
性
の

あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
当
社
が
参
画
し
た
泉
佐
野
市
の
事
業
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
た
め
池
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
管
理
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
市

町
村
な
ど
の
自
治
体
、
企
業
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

た
め
池
を
め
ぐ
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
ま
で
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

今
後
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て

　

　
農
業
用
た
め
池
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
更
な
る
普
及
に

向
け
て
は
、
い
く
つ
か
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」

の
廃
止
で
す
。
F
I
T
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
た
電
気
を
電
力
会
社
が
固
定
価
格
で
二
〇
年
間
買
い
取
る

こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
こ
の
制
度

に
よ
り
、
設
置
す
る
場
所
を
確
保
す
れ
ば
、
発
電
事
業
者
は

比
較
的
容
易
に
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
電
力
を
購
入
し
て
も
ら

う
需
要
家
を
探
し
、
P
P
A
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
で
発
電
事
業

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
近
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
泉
佐
野
市
な
ど
の
よ
う
な
地

方
自
治
体
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
積
極
的
な
民

間
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
や
企
業
が
更
に
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
発
電
施
設
の
安
全

性
の
確
保
で
す
。
近
年
、
台
風
等
の
強
風
に
よ
る
事
故
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
架
台
の
接
続
部
が
破
断

す
る
、
フ
ロ
ー
ト
架
台
を
固
定
し
て
い
る
係
留
ア
ン
カ
ー
が

外
れ
る
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
飛
散
す
る
、
電
気
ケ
ー
ブ
ル
の

破
断
に
よ
り
火
災
が
起
こ
る
な
ど
様
々
で
す
。
施
設
の
損
傷

は
、
た
め
池
の
機
能
を
損
な
う
原
因
と
な
り
、
最
悪
の
場
合
、

人
身
に
か
か
わ
る
事
故
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
地
域
、
設
置
場
所
な
ど
の
自
然
環
境
の

条
件
設
定
、
こ
れ
に
よ
る
適
切
な
設
計
お
よ
び
施
工
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
当
社
は
建

設
会
社
と
し
て
の
経
験
や
知
見
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
安
全

な
設
計
・
施
工
・
運
用
に
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
進
ん
で
い
ま
す
。
事
故
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
二
〇
二
一
年
に
経
済
産
業
省
／

N
E
D
O
（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
よ
り
「
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
今
年

四
月
に
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
水
上
で
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
の

設
計
、
施
工
に
関
す
る
留
意
点
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
省
か
ら
も
、
二
〇
二
一
年
に
「
農
業
用
た
め
池
に
お

け
る
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
手
引

き
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
発
電
事
業
者
と
た
め

池
管
理
者
の
双
方
で
し
っ
か
り
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
手
引
き
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
発

電
施
設
の
設
置
・
運
用
を
行
う
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

　
農
業
用
の
た
め
池
は
、
全
国
で
約
一
六
万
ヶ
所
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
社

と
し
て
、
土
地
改

良
区
や
水
利
組
合

の
皆
様
と
と
も
に

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、「
共

存
共
栄
」「
地
域

貢
献
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
」

と
い
っ
た
こ
と
を

念
頭
に
、
た
め
池

で
の
発
電
事
業
推

進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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⑴
長
滝
土
地
改
良
区
（
た
め
池
利
用
・
管
理
者
）

　
最
初
に
、
た
め
池
を
利
用
・
管
理
し
て
い
る
土
地
改
良
区

で
す
が
、
当
社
が
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
、

以
下
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
水
面
利
用
料
の
収
入

　
管
理
す
る
た
め
池
の
水
面
を
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、

長
期
間
に
わ
た
り
一
定
の
収
入
が
得
ら
れ
、
た
め
池
管
理

に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
事
業
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
発
電
事
業
者
で
あ
る
当
社
か

ら
市
に
支
払
わ
れ
る
土
地
賃
借
料
よ
り
、
た
め
池
管
理
補

助
金
と
し
て
市
か
ら
間
接
的
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
た
め
池
維
持
管
理
の
受
託

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
運
転
に
伴
い
、
借
地
し
た
場
所
の

維
持
管
理
業
務（
清
掃
及
び
除
草
等
）を
発
電
事
業
者（
当

社
）
か
ら
受
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
に
加
え

て
、
一
定
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
売
電
収
入
か
ら
の
一
部
還
元

　
発
電
事
業
者
（
当
社
）
は
、
藻
類
や
ゴ
ミ
等
に
よ
る
目

詰
ま
り
防
止
策
と
し
て
農
業
用
水
の
取
水
口
に
ダ
ス
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
、
第
三
者
の
侵
入
防
止
と
し
て
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
監
視
カ
メ
ラ
や
水
温
計
、
水

位
計
等
を
設
置
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
水
状
況
や
水
温
、

水
位
等
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
土
地
改
良
区
と

共
有
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
水
質
検
査
を
定
期
的
（
年

四
回
）
実
施
す
る
こ
と
で
水
質
の
確
保
と
ア
オ
コ
等
の
発

生
を
防
止
す
る
な
ど
、
農
業
用
た
め
池
と
し
て
の
機
能
の

維
持
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
貢
献
し
ま
す
。

④
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
よ
る
遮
蔽
効
果

　
水
面
に
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
温
上
昇
お
よ
び
蒸
発
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
水
温
の
上
昇
は
作
物
の
育
成
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

水
温
計
を
設
置
し
事
業
期
間
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し

効
果
を
確
認
し
ま
す
。

⑵
泉
佐
野
市 

　
泉
佐
野
市
に
と
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年
に
九
月
に
「
泉
佐

野
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事

業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
CO2
の
削
減

　
新
た
に
年
間
約
三
、五
〇
〇
MWh
の
再
エ
ネ
電
力
（
約
一
、

四
〇
〇
ト
ン
の
CO2
削
減
効
果
）
が
創
出
さ
れ
、
市
の
重

要
政
策
で
あ
る「
泉
佐
野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

②
未
利
用
地
の
利
活
用

　
農
業
用
水
の
貯
水
以
外
に
価
値
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た

農
業
用
た
め
池
の
水
面
に
、
賃
貸
料
と
い
う
新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
し
、
市
の
財
政
に
貢
献
し
ま
す
。

⑶
泉
佐
野
電
力  

　
①
経
営
リ
ス
ク
の
低
減

　
固
定
価
格
の
安
定
電
源
を
長
期
的
に
確
保
で
き
た
こ
と

で
、
価
格
変
動
の
大
き
い
卸
電
力
市
場
へ
の
依
存
度
が
減

少
し
、
経
営
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
小
売
電
力
の
脱
炭
素
化

　
追
加
性
の
あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
小

売
電
力
の
脱
炭
素
化
の
進
展
が
図
れ
ま
す
。

⑷
地
域
住
民  

　
地
域
に
と
っ
て
も
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
事
業
ス

キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
①
非
常
用
電
源
の
確
保

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
一

部
に
、
停
電
時
で
も
稼
働
す

る
蓄
電
池
一
体
型
の
パ
ワ

コ
ン
（
蓄
電
容
量
一
〇
kWh
）

を
設
置
し
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

災
害
時
の
非
常
用
電
源
を

確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
ま
し
た
。

②
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
不
法
投
棄
等
の
抑
制

　
た
め
池
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
不
法
投

棄
等
の
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

　
監
視
カ
メ
ラ
、水
位
計
、風
速
計
等
の
情
報
共
有
に
よ
っ
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て
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
近
隣
へ
の
影
響
を

早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

④
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
意
識
向
上
に
貢
献

　
未
利
用
地
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
、
森
林
伐
採
、
土
地
改
変
の
な
い
環
境
負
荷
が
小
さ

い
水
上
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の

意
識
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

⑸
需
要
家    

　
脱
炭
素
化
を
志
向
す
る
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
市

内
の
企
業
に
と
っ
て
、
地
域
新
電
力
を
介
し
て
、
追
加
性
の

あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
当
社
が
参
画
し
た
泉
佐
野
市
の
事
業
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
た
め
池
を
活
用
し

た
取
り
組
み
は
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
管
理
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
市

町
村
な
ど
の
自
治
体
、
企
業
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

た
め
池
を
め
ぐ
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
ま
で
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

今
後
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て

　

　
農
業
用
た
め
池
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
更
な
る
普
及
に

向
け
て
は
、
い
く
つ
か
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」

の
廃
止
で
す
。
F
I
T
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
た
電
気
を
電
力
会
社
が
固
定
価
格
で
二
〇
年
間
買
い
取
る

こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
こ
の
制
度

に
よ
り
、
設
置
す
る
場
所
を
確
保
す
れ
ば
、
発
電
事
業
者
は

比
較
的
容
易
に
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
電
力
を
購
入
し
て
も
ら

う
需
要
家
を
探
し
、
P
P
A
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
で
発
電
事
業

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
近
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
泉
佐
野
市
な
ど
の
よ
う
な
地

方
自
治
体
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
積
極
的
な
民

間
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
や
企
業
が
更
に
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
発
電
施
設
の
安
全

性
の
確
保
で
す
。
近
年
、
台
風
等
の
強
風
に
よ
る
事
故
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
架
台
の
接
続
部
が
破
断

す
る
、
フ
ロ
ー
ト
架
台
を
固
定
し
て
い
る
係
留
ア
ン
カ
ー
が

外
れ
る
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
飛
散
す
る
、
電
気
ケ
ー
ブ
ル
の

破
断
に
よ
り
火
災
が
起
こ
る
な
ど
様
々
で
す
。
施
設
の
損
傷

は
、
た
め
池
の
機
能
を
損
な
う
原
因
と
な
り
、
最
悪
の
場
合
、

人
身
に
か
か
わ
る
事
故
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
地
域
、
設
置
場
所
な
ど
の
自
然
環
境
の

条
件
設
定
、
こ
れ
に
よ
る
適
切
な
設
計
お
よ
び
施
工
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
当
社
は
建

設
会
社
と
し
て
の
経
験
や
知
見
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
安
全

な
設
計
・
施
工
・
運
用
に
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
進
ん
で
い
ま
す
。
事
故
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
二
〇
二
一
年
に
経
済
産
業
省
／

N
E
D
O
（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
よ
り
「
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
今
年

四
月
に
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
水
上
で
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
の

設
計
、
施
工
に
関
す
る
留
意
点
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
省
か
ら
も
、
二
〇
二
一
年
に
「
農
業
用
た
め
池
に
お

け
る
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
手
引

き
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
発
電
事
業
者
と
た
め

池
管
理
者
の
双
方
で
し
っ
か
り
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
手
引
き
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
発

電
施
設
の
設
置
・
運
用
を
行
う
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

　
農
業
用
の
た
め
池
は
、
全
国
で
約
一
六
万
ヶ
所
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
社

と
し
て
、
土
地
改

良
区
や
水
利
組
合

の
皆
様
と
と
も
に

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、「
共

存
共
栄
」「
地
域

貢
献
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
」

と
い
っ
た
こ
と
を

念
頭
に
、
た
め
池

で
の
発
電
事
業
推

進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

図5　全国の農業用ため池

⑴
長
滝
土
地
改
良
区
（
た
め
池
利
用
・
管
理
者
）

　
最
初
に
、
た
め
池
を
利
用
・
管
理
し
て
い
る
土
地
改
良
区

で
す
が
、
当
社
が
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
、

以
下
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
水
面
利
用
料
の
収
入

　
管
理
す
る
た
め
池
の
水
面
を
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、

長
期
間
に
わ
た
り
一
定
の
収
入
が
得
ら
れ
、
た
め
池
管
理

に
か
か
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
事
業
の
ス
キ
ー
ム
で
は
、
発
電
事
業
者
で
あ
る
当
社
か

ら
市
に
支
払
わ
れ
る
土
地
賃
借
料
よ
り
、
た
め
池
管
理
補

助
金
と
し
て
市
か
ら
間
接
的
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
た
め
池
維
持
管
理
の
受
託

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
運
転
に
伴
い
、
借
地
し
た
場
所
の

維
持
管
理
業
務（
清
掃
及
び
除
草
等
）を
発
電
事
業
者（
当

社
）
か
ら
受
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
に
加
え

て
、
一
定
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
売
電
収
入
か
ら
の
一
部
還
元

　
発
電
事
業
者
（
当
社
）
は
、
藻
類
や
ゴ
ミ
等
に
よ
る
目

詰
ま
り
防
止
策
と
し
て
農
業
用
水
の
取
水
口
に
ダ
ス
ト

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
、
第
三
者
の
侵
入
防
止
と
し
て
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
監
視
カ
メ
ラ
や
水
温
計
、
水

位
計
等
を
設
置
し
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
取
水
状
況
や
水
温
、

水
位
等
を
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
土
地
改
良
区
と

共
有
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
水
質
検
査
を
定
期
的
（
年

四
回
）
実
施
す
る
こ
と
で
水
質
の
確
保
と
ア
オ
コ
等
の
発

生
を
防
止
す
る
な
ど
、
農
業
用
た
め
池
と
し
て
の
機
能
の

維
持
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
に
貢
献
し
ま
す
。

④
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
よ
る
遮
蔽
効
果

　
水
面
に
フ
ロ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

水
温
上
昇
お
よ
び
蒸
発
を
抑
制
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
水
温
の
上
昇
は
作
物
の
育
成
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

水
温
計
を
設
置
し
事
業
期
間
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し

効
果
を
確
認
し
ま
す
。

⑵
泉
佐
野
市 

　
泉
佐
野
市
に
と
っ
て
も
、
二
〇
二
一
年
に
九
月
に
「
泉
佐

野
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事

業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

①
CO2
の
削
減

　
新
た
に
年
間
約
三
、五
〇
〇
MWh
の
再
エ
ネ
電
力
（
約
一
、

四
〇
〇
ト
ン
の
CO2
削
減
効
果
）
が
創
出
さ
れ
、
市
の
重

要
政
策
で
あ
る「
泉
佐
野
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

の
推
進
に
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

②
未
利
用
地
の
利
活
用

　
農
業
用
水
の
貯
水
以
外
に
価
値
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た

農
業
用
た
め
池
の
水
面
に
、
賃
貸
料
と
い
う
新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
し
、
市
の
財
政
に
貢
献
し
ま
す
。

⑶
泉
佐
野
電
力  

　
①
経
営
リ
ス
ク
の
低
減

　
固
定
価
格
の
安
定
電
源
を
長
期
的
に
確
保
で
き
た
こ
と

で
、
価
格
変
動
の
大
き
い
卸
電
力
市
場
へ
の
依
存
度
が
減

少
し
、
経
営
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
小
売
電
力
の
脱
炭
素
化

　
追
加
性
の
あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
小

売
電
力
の
脱
炭
素
化
の
進
展
が
図
れ
ま
す
。

⑷
地
域
住
民  

　
地
域
に
と
っ
て
も
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
事
業
ス

キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
①
非
常
用
電
源
の
確
保

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
一

部
に
、
停
電
時
で
も
稼
働
す

る
蓄
電
池
一
体
型
の
パ
ワ

コ
ン
（
蓄
電
容
量
一
〇
kWh
）

を
設
置
し
、
地
域
住
民
の
皆

様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

災
害
時
の
非
常
用
電
源
を

確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
ま
し
た
。

②
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
る
不
法
投
棄
等
の
抑
制

　
た
め
池
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
不
法
投

棄
等
の
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上

　
監
視
カ
メ
ラ
、水
位
計
、風
速
計
等
の
情
報
共
有
に
よ
っ
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て
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
近
隣
へ
の
影
響
を

早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

④
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の
意
識
向
上
に
貢
献

　
未
利
用
地
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
、
森
林
伐
採
、
土
地
改
変
の
な
い
環
境
負
荷
が
小
さ

い
水
上
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
の

意
識
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

⑸
需
要
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脱
炭
素
化
を
志
向
す
る
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
市

内
の
企
業
に
と
っ
て
、
地
域
新
電
力
を
介
し
て
、
追
加
性
の

あ
る
再
エ
ネ
電
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
以
上
の
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に
、
当
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が
参
画
し
た
泉
佐
野
市
の
事
業
の

事
例
を
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介
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が
、
こ
の
よ
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に
た
め
池
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活
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た
取
り
組
み
は
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
管
理
者
に
と
っ
て
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え
て
、
市

町
村
な
ど
の
自
治
体
、
企
業
な
ど
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

た
め
池
を
め
ぐ
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
ま
で
輪
を
広
げ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

今
後
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て

　

　
農
業
用
た
め
池
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
の
更
な
る
普
及
に

向
け
て
は
、
い
く
つ
か
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度（
F
I
T
）」

の
廃
止
で
す
。
F
I
T
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電

し
た
電
気
を
電
力
会
社
が
固
定
価
格
で
二
〇
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間
買
い
取
る

こ
と
を
国
が
約
束
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
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は
こ
の
制
度

に
よ
り
、
設
置
す
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場
所
を
確
保
す
れ
ば
、
発
電
事
業
者
は

比
較
的
容
易
に
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
電
力
を
購
入
し
て
も
ら

う
需
要
家
を
探
し
、
P
P
A
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
で
発
電
事
業

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
近
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
泉
佐
野
市
な
ど
の
よ
う
な
地

方
自
治
体
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
積
極
的
な
民

間
企
業
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
や
企
業
が
更
に
増
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
対
す
る
発
電
施
設
の
安
全

性
の
確
保
で
す
。
近
年
、
台
風
等
の
強
風
に
よ
る
事
故
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ロ
ー
ト
架
台
の
接
続
部
が
破
断

す
る
、
フ
ロ
ー
ト
架
台
を
固
定
し
て
い
る
係
留
ア
ン
カ
ー
が

外
れ
る
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
飛
散
す
る
、
電
気
ケ
ー
ブ
ル
の

破
断
に
よ
り
火
災
が
起
こ
る
な
ど
様
々
で
す
。
施
設
の
損
傷

は
、
た
め
池
の
機
能
を
損
な
う
原
因
と
な
り
、
最
悪
の
場
合
、

人
身
に
か
か
わ
る
事
故
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
地
域
、
設
置
場
所
な
ど
の
自
然
環
境
の

条
件
設
定
、
こ
れ
に
よ
る
適
切
な
設
計
お
よ
び
施
工
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
当
社
は
建

設
会
社
と
し
て
の
経
験
や
知
見
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
安
全

な
設
計
・
施
工
・
運
用
に
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
進
ん
で
い
ま
す
。
事
故
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
二
〇
二
一
年
に
経
済
産
業
省
／
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立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
）
よ
り
「
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
計
・
施
工
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
今
年

四
月
に
改
訂
版
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
水
上
で
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
の

設
計
、
施
工
に
関
す
る
留
意
点
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

林
水
産
省
か
ら
も
、
二
〇
二
一
年
に
「
農
業
用
た
め
池
に
お

け
る
水
上
設
置
型
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
関
す
る
手
引

き
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
発
電
事
業
者
と
た
め

池
管
理
者
の
双
方
で
し
っ
か
り
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る
よ
う
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
手
引
き
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
な
発

電
施
設
の
設
置
・
運
用
を
行
う
一
助
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

　
農
業
用
の
た
め
池
は
、
全
国
で
約
一
六
万
ヶ
所
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
ま

だ
ま
だ
導
入
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
当
社

と
し
て
、
土
地
改

良
区
や
水
利
組
合

の
皆
様
と
と
も
に

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、「
共

存
共
栄
」「
地
域

貢
献
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
強
化
」

と
い
っ
た
こ
と
を

念
頭
に
、
た
め
池

で
の
発
電
事
業
推

進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

図5　全国の農業用ため池
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